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	応用
	抗原情報
	背景
	CYCS 電子伝達タンパク質。シトクロムcヘム基の酸化型は、シトクロム還元酵素のシトクロムc1サブユニットのヘム基から電子を受け取ることができます。シトクロムcは、この電子をミトコンドリア電子伝達系における最終タンパク質キャリアであるシトクロム酸化酵素複合体に伝達します。
	研究分野
	心血管系
	画像データ
	

	シトクロム c 抗体を使用した、T47D、3T3、COS7、C6、および Hela 溶解物中のシトクロム c のウエスタンブロット分析。
	

	シトクロム C (7C10) 抗体を使用した、Hela、T47D、マウス脳、K562、ラット脳溶解物中のシトクロム C (7C10) のウエスタンブロット分析。
	

	シトクロムC（7C1）（緑）のHelaにおける免疫細胞化学分析（シトクロムC（7C1）抗体およびDAPI（青）を使用）
	

	シトクロム C (7C10) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

